
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 七ヶ浜町新糠塚の田圃で、瓦礫を手作業で取り除いている人たち

がいた。＜写真左＞ 県外からのボランティアかと思い近寄ってみ

ると、田圃の所有者と近所の人たち。作業をしていた土地改良区理

事長の我妻周悦さん（63）に話を聞くと、24 年度の行事に除塩工事

は入っているが、ポンプや建屋が壊れ、水源も無く天水（雨水）の

みの除塩で、化学分析をしながらだが、お米を作れるようになるに

は 4 年位かかるのではないかとのこと。反別保障（農業災害補償法）

はあるものの米を作れないと収入がない。また、追い打ちをかける

ように TPP 問題があり、TPP に参加したら、日本の農業はダメにな

る。日本国民の主食を外国に頼ることになりかねないので、これに

は党派を超えて反対しなければならないと話してくれた。 


